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OISR. ORGの窓［10］

大原社研の公式サイトOISR.ORGでは，今年

に入ってふたつの大きなファイル群を公開しま

した。

ひとつは，大原社研が所蔵する月島調査家計

簿の一部です。いわゆる月島調査は1918年か

ら1920年にかけておこなわれた大規模な本格

的社会調査であり，日本の社会調査史上，画期

的な調査といわれています。その中心者が高野

岩三郎であり，ほぼこの時期に創立された大原

社研と密接な関連 （とくに思想的・人脈的関

連）があります。

その月島調査の一環として，月島および月島

近隣でおこなわれた家計簿調査の原簿が当研究

所に残っています。

この家計簿についての報告は，月島調査本体

の報告書『東京市京橋区月島に於ける実地調査

報告』の第一輯「第十章労働者の家計状態」で

ふれられていますが，本格的な分析は第二輯に

譲られています。しかし，第二輯は刊行されず，

月島調査としては成果公開されきれていない状

態になっていました。ただし，この家計簿調査

については，のちに権田保之助が「労働者及び

小額俸給生活者の家計状態比較」（『大原社会問

題研究所雑誌』第四巻一号）で分析しています。

私見ですが，おそらくその関連で大原社研に家

計簿だけが保存されてきたのかもしれません。

今回公開するのは，その原簿のごく一部です。

小学校教員97世帯と労働者40世帯の家計簿が

研究所に保存されていますが，今回はそのサン

プルとして教員２世帯と労働者２世帯を整理番

号の若い順序から公開しました。なお，これら

のすべての原簿は当研究所で閲覧できます。

（参考文献：川合隆男『近代日本における社会

調査の軌跡』恒星社厚生閣，2004年）

ふたつめのファイル群は，大原社会問題研究

所が創立以来刊行し続けている『日本労働年鑑』

月島家計調査と
『日本労働年鑑【画像版】』の公開
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のバックナンバー第１巻から第60巻（＋別巻）

のPDF画像です。

これまで『日本労働年鑑』に関しては，サー

チエンジンで検索されることを優先して，あえ

て全文テキストデータを復刻し公開してきまし

た。しかし，このプロジェクトは校正のコスト

が大きく，研究所のプロジェクトとして人員の

確保が困難になり頓挫していました。

そこで，今回新たに「日本労働年鑑【画像版】」

のコーナーを「大原デジタルライブラリー」に

設定し，すべてPDF画像で提供することにしま

した。画像であれば一気に作業ができますので，

戦前の創刊号から，版元の許可の出ている60

巻までをまとめて公開しました。総ページ数で

41,798ページ，これを314のファイルにして

公開しています。

各巻の詳しい内容については，各巻冒頭の

01ファイルに含まれている目次をご覧くださ

い。章立ては刊行時期によって異なりますので，

ファイルは「編」または「部」単位であえて機

械的に分けています。そのため，巻によってフ

ァイルの数にかなりのばらつきがあります。記

述対象となる年号は原本の表示に従っており，

全巻が対象期間順に並んでいます。

現時点の日本語環境では困難ですが，やがて

画像内の日本語もサーチエンジンから直接検索

可能になると予想されます。そうなれば「外部

からの検索可能性」を重視してきたOISR. ORG

としても理想的です。けれども，縦書き・旧字

体のものまで検索できるようになるのかどうか

については確信がもてません。当面は，目次を

丹念に見ていただいて，目標となる内容が含ま

れていそうな大きなPDFファイルを読んでいた

だくことになります。よくよくご理解のうえ，

ご活用ください。

（のむら・かずお 国学院大学教授，

大原社会問題研究所嘱託研究員）


